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２ 温室効果ガスの排出状況等
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温 室 効 果 ガ ス
排 出 抑 制 の
た め の 基 本 方 針

1.環境保全活動を定期的に見直し、継続的に改善に努めます。
2.環境保全に関する法規制を遵守します。

基準年度 基準排出量 3,208 基準原単位

排出量等の
増減理由

目標年度

事業者温室効果ガス削減報告書概要（第二計画期間）   第 1 年度分

事 業 者 の 名 称 宮城刑務所
事 業 所 の 名 称 宮城刑務所
事 業 所 の 所 在 地 宮城県仙台市若林区古城２－３－１
主 た る 事 業 国家公務

事 業 者 の 該 当 要 件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者
条例第2条第5号ロに該当する特定事業者
条例第2条第5号ハに該当する特定事業者
条例第15条第1項に該当する一般事業者

目標排出量 3,111

温室効果ガスの
排出状況

及び削減目標
・

非化石エネルギー
の

使用割合目標

非化石エネルギーの
使用目標割合

非化石電気 0.00
その他非化石
エネルギー等
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2022

削減率
2025 年度

3,309

目標原単位

削減率 3.02

2025 年度

夏季は、被収容者の熱中症対策のため、エアコンを増設したことにより、電力量が増えた。冬季
は、被収容者の暖房で都市ガスエネルギーのボイラーが故障して、石油ストーブで対応したこと
により排出量が増えた。
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３ 温室効果ガスの排出抑制に関する取組
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ほとんどの項目について継続できている。
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明等
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第３年度
実施状況の説

明等

項目 実施状況

選択対策の
実施状況



項目 具体的な取組内容 実施状況

その他の対策の
実施状況


